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①九十九里海岸における津波対策

九十九里海岸において、
東北地方太平洋沖地震で
発生した津波により甚大
な被害が発生。

○東日本大震災での被害（１）
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○東日本大震災での被害（２） 旭市

旭市

死 者： 13人
建物全壊：318棟
建物半壊：850棟
床上浸水： 62棟
火 災： 1件
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出典先：千葉県ホームページより

断水：18,736戸



○東日本大震災での被害（３） 旭市

津波の来襲（飯岡地区） 土砂、資材等の堆積（飯岡地区）
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土砂、資材等の堆積（飯岡地区） 土砂、資材等の堆積（飯岡地区）



１．九十九里では東北太平洋沖地震津波での被災を受けて、設計津波に

対して人命、財産を守るため、防護施設の高さを確保することを最優

先する

２．海岸堤防等の粘り強い構造及び耐震対策に適合した構造とする

○九十九里海岸における津波対策の進め方
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２．海岸堤防等の粘り強い構造及び耐震対策に適合した構造とする

３．早急に防護ラインを連続させ、かつ砂丘堤や既存の施設を有効利用

し整備コストを抑える

４．景観や海浜の利用状況に配慮し、地元と連携して事業を進める



○海岸保全基本計画の変更概要

設定した設計津波に基づき海岸保全施設を整備する設定した設計津波に基づき海岸保全施設を整備する
設計津波：数十年～百数十年に一度来襲する津波高さ設計津波：数十年～百数十年に一度来襲する津波高さ

津波防護施設の高さを設定津波防護施設の高さを設定（（T.P+6.0mT.P+6.0m））

対象地震
当面の防護施設等の 従前の防護施設当面の防護施設等の

高さの目安

（T.P.m）

従前の防護施設
の高さの目安
（T.P.m）対象地震

設計津波の水位

（T.P.m）

飯岡漁港～

片貝漁港北側
元禄地震 6.0 6.0 4.0～4.5

※元禄地震・・・元禄16年11月23日（1703年12月31日）に関東地方を襲った巨大地震。
震源は房総半島南端にある千葉県野島崎と推定される。

※従来の防護施設の高さ・・・高潮に対する防護施設の高さ
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○施設整備の目標（設計津波の設定）

頻度の高い津波

最大クラスの津波

住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で設定する津波

○過去に発生した津波の高さを整理（調査等の記録や文献、必要に応じたシ
ミュレーションによる）

○一定の頻度（数十年から百数十年に一度程度）で到達すると想定される津
波の集合を選定し、設計津波の水位を算出
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整備する防護
施設等の高さ

TP+6.0

頻度の高い津波

防護施設等の整備を進めていく上で対象とする津波

※ 防護施設等：海岸保全施設及び保安林の土塁や有料道路等を含む自然地形

高潮計画高潮位

TP+4.0



○工区分けの検討

②海岸津波対策の検討（旭市 飯岡海岸）

連携機関
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○地域特性による堤防形状の違い
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押し波押し波
被覆ブロックの剥離被覆ブロックの剥離→→盛土の流出盛土の流出

海側海側 陸側陸側

引き波引き波 引き波によりさらに被害が拡大引き波によりさらに被害が拡大

海側海側 陸側陸側
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場所打コンクリート

○津波防護施設の基本構造（飯岡海岸）①
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○津波防護施設の基本構造（飯岡海岸）②
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○津波防護施設の基本構造（2-2工区/5-1工区）
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○津波防護施設の基本構造（1工区）
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○津波防護施設の基本構造（3工区/4-1工区外）
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○現在の状況

1工区写真挿入予定 2-2工区写真挿入予定

16


